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高梁川水系小田川緊急治水対策｢真備緊急治水対策｣の実施等について 

 
平成３０年７月豪雨災害を踏まえ、県では、災害の発生直後から、小田川の３支川（末

政川・高馬川・真谷川）について、河川激甚災害対策特別緊急事業への採択に向けて、国
と協議を行い、強く要望を行ってまいりました。特に、小田川合流点付替え事業について
は、その重要性に鑑み、国に対し、これまでも継続して強く要望してきたところでありま
す。 
こうした中、このたび、大きな被害を受けた小田川及び３支川で、緊急的な治水対策「真

備緊急治水対策」を実施することが決定されましたので、お知らせします。 
また、８月３日付けで、本県の高梁川（国管理）、砂川（県管理）において、河川の掘削

及び樹木の撤去等を緊急的に予備費で実施することが決定されたところですが、今回、追
加措置として、下記のとおり事業採択されましたので、併せてお知らせします。 
今後、早急に事業着手できるよう準備を進めてまいります。 

 

記 
１ 「真備緊急治水対策」の概要 
  小田川の水位を抜本的に引き下げる小田川合流点付替え事業、小田川並びに末政川、
高馬川及び真谷川における重点的な堤防整備、河道掘削などを河川激甚災害対策特別
緊急事業等として実施。 （事業費には、「２」の予備費の一部も含まれる） 
◇ 事業費 約５００億円（全体） 
◇ 国管理河川：小田川 

   ○ 主 な 事 業：小田川合流点付替え、掘削、堤防嵩上げ・堤防強化 
○ 事 業 期 間：平成３０年度～平成３５年度   

 ◇ 県管理河川：末政川・高馬川・真谷川（事業費：約８９億円） 
   ○ 主 な 事 業：堤防整備（嵩上げ・断面拡大） 
   ○ 事 業 期 間：平成３０年度～平成３５年度   
 
２ 平成３０年７月豪雨災害に係る緊急対応(予備費)の採択箇所等（河川関係） 
 ◇ 国管理河川 
    旭 川（岡山市：復旧）            ：国費  １３０百万円 
    高梁川（総社市等：復旧、関連）        ：国費 ３,７４０百万円 
    一級河川高梁川水系小田川 

（倉敷市：復旧、関連、激特）  ：国費 ２,７４６百万円 
吉井川（岡山市：復旧、関連）         ：国費 １,２３０百万円 

    ※ 復旧：河川等災害復旧事業、関連：河川等災害関連事業、激特：河川激甚災害対策特別緊急事業 
 
◇ 県管理河川 
   小田川支川（末政川・高馬川・真谷川） 
       （倉敷市：樹木伐採、河道掘削、測量設計） ：国費      ５８百万円 

一級河川高梁川水系小田川 
(倉敷市・井原市・矢掛町：樹木伐採、河道掘削) ：国費    １００百万円 

高梁川（総社市・高梁市：樹木伐採、河道掘削） ：国費      ５２百万円 
高梁川（新見市：河道掘削）                  ：国費        ５百万円 
旭 川（岡山市：樹木伐採、河道掘削）        ：国費      ５０百万円 
一級河川旭川水系砂川 

（岡山市：樹木伐採、河道掘削）  ：国費      ５０百万円 
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